
（別紙３）

～ R7年　2月　15日

（対象者数） 14人 （回答者数） 14人

～ R7年　2月　15日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

その日のプログラム次第では年齢に応じて活動内容の検討を

行い集中して取り組めるよう工夫を行い、個々の目標達成に

近づけていきたい。

2

掲示物などを使い分かりやすいように視覚的にも提示してい

きたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

設備の相談、提案を上司に行い、また児童への排泄の声掛け

も増やしてみたりと工夫を行っていく。

2

・計画書の更新や担当者会議のタイミングで直接会える機会

を増やしていく。

・保護者参加型のイベントも検討していく。

3

○事業所名 多機能型支援事業所すてっぷ

○保護者評価実施期間
R7年　1月　27日

○保護者評価有効回答数

R7年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

トイレや洗面所が少ない。 児童の排泄や手洗いを行うタイミングが重なってしまう。

保護者様と直接会う機会が少ない。 保育園送迎の為直接会う事が難しい。

利用日をある程度年齢で分けて活動を行う事が出来ている。 人数次第ではグループを2つに別けて児童が取り組みやすい環

境設定を行っている。

施設内の柱や棚など危ない箇所にはクッションテープを貼りケ

ガ防止に努めている。

施設内での過ごし方につての声掛けや見守りを行っている。

事業所における自己評価総括表公表


